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活
保
護
世
帯
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
経
費
（
民
生
費
・　

億
１
千

２４

　

万
６
千
円
）

２６１◆
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置

　

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
エ
ア

コ
ン
の
設
置
な
ど
を
行
う
た
め
の

経
費（
教
育
費
・
３
千　

万
８
千
円
）

６７４

　

な
お
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

２５

は
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　
１２

号
線
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

を
削
減
し
、
災
害
対
策
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
増
額
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
予
算
の
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
動
議
は
採
決

の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
長
が
提

案
し
た
予
算
案（
原
案
）に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
起
立
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
の
理
由
の
第
１
は
、
市
民

生
活
が
大
変
な
中
で
子
育
て
や
介

護
、
営
業
へ
の
支
援
が
必
要
だ
か

ら
で
あ
る
。
第
２
に
不
要
不
急
の

道
路
建
設
な
ど
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
第
３
に
、
新
庁
舎
建
設
に

基
金
を
積
み
増
し
リ
ー
ス
庁
舎
解

消
の
早
期
実
施
が
必
要
だ
か
ら
で

あ
る
。
最
後
に
防
災
対
策
予
算
の

拡
充
が
必
要
で
あ
り
賛
成
す
る
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
へ
の
補

助
金
を
計
上
し
、
市
内
消
費
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
点
、
子
宮
頸

ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
等
、
公
費
負
担
９

割
で
予
防
接
種
を
行
う
点
、
都
市

計
画
道
路
の
整
備
事
業
な
ど
都
市

基
盤
整
備
の
進
展
が
図
ら
れ
て
い

る
点
、
名
勝
小
金
井
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る

点
を
主
に
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議

２３

１７

に
お
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
の

２２

最
終
的
な
補
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
予
算
項
目
の
執
行
状
況
に
応
じ

て
、
予
算
額
の
増
減
を
行
う
計
数

の
整
理
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
予
算
に

２２

計
上
さ
れ
て
い
た
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
取
得
費
に
つ
い
て
は
、
都

市
再
生
機
構
よ
り
、
建
物
引
渡
し

の
延
期
の
申
出
が
あ
り
、
年
度
内

で
の
建
物
取
得
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
繰
越
明

許
費
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
、
繰

越
明
許
費
と
し
て
い
る
（
仮
称
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
得
費
を

削
除
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
予

算
の
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
動
議
は
、
採
決
の
結

果
、
可
否
同
数
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
委
員
長
裁
決
と
な
り
否
決
し

ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

２４

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
得
に
、

国
の
交
付
金
約　

億
円
、
借
金
約

１０

　

億
円
を
財
源
と
し
て
支
出
す
る

２８内
容
に
な
っ
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
復
興
に
は
国
の

交
付
金
が
必
要
で
あ
る
。
小
金
井

市
は
、
無
駄
な
ハ
コ
モ
ノ
購
入
を

見
直
し
て
、
国
費
を
浪
費
す
る
こ

と
を
回
避
す
る
べ
き
で
あ
る
。
市

長
に
再
考
を
求
め
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２２

補
正
予
算
（
第
６
回
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

人
件
費
削
減
に
向
け
て
の
努
力

は
認
め
る
が
、
退
職
金
を
増
や
し

た
こ
と
は
残
念
だ
。
し
か
し
、
次

年
度
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館

に
向
け
て
取
得
に
関
す
る
環
境
が

整
い
、
議
会
の
了
解
が
得
ら
れ
る

状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

さ
ま
予
算
が
執
行
で
き
る
よ
う
な

準
備
と
し
て
の
繰
越
明
許
費
は
、

万
全
の
措
置
と
評
価
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
の
生
活
を
守
る
予
算
が
組

ま
れ
て
い
な
い
。
財
政
調
整
基
金

に
は
約
９
億
円
積
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
分
４
億
円
余
が
含
ま
れ
て

い
る
。
積
立
金
の
一
部
を
市
民
生

活
に
回
す
べ
き
。
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
の
ミ
ス
の
責
任
は
都

市
再
生
機
構
に
あ
る
が
、
市
の
対

応
も
問
題
で
あ
る
。

 　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２３

３２

ま
で
の　

年
間
の
市
政
運
営
を
す

１０

る
上
で
の
指
針
と
し
て
、
第
４
次

小
金
井
市
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
に
お
い

２２

て
、
市
長
か
ら
こ
の
基
本
構
想
に

つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
基
本
構
想
を
審
査
す
る
た

め
、
議
長
を
除
く　

名
で
構
成
さ

２３

れ
る
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
第
３
回
定
例
会
及

び
閉
会
中
の
委
員
会
に
お
い
て
、

計
６
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議

２３

１５

で
は
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

第
４
次
小
金
井
市
基
本
構
想
の

策

定

に

つ

い

て

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

漢
人
明
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

市
民
参
加
に
よ
る
策
定
を
評
価

す
る
が
次
の
理
由
で
反
対
す
る
。

　

陰
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発

事
業
第
２
地
区
の
着
実
な
事
業
化

を
う
た
っ
て
い
る
。
隠
非
焼
却
型

ご
み
処
理
方
式
導
入
の
明
記
が
な

い
。
韻
新
庁
舎
を
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地

に
早
期
建
設
の
明
記
が
な
い
。
吋

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
市
自
ら
が

運
営
す
る
と
し
て
い
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、

駅
前
大
型
開
発
を
「
推
進
」
す
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
２

は
、
新
庁
舎
建
設
の
方
針
が
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
３
は
、

駅
前
開
発
の
財
政
的
裏
付
け
と
し

て
、
市
民
負
担
増
、
市
民
施
策
の

削
減
・
民
間
委
託
化
を
う
た
う「
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 　

定
年
退
職
者
等
の
職
員
を
対
象

に
し
て
、
退
職
前
の　

年
間
に
お

２０

い
て
在
職
し
て
い
た
職
責
（
部
長
、

課
長
、
係
長
な
ど
）
の
期
間
に
応

じ
て
算
出
し
た
調
整
額
を
支
給
す

る
制
度
を
、
新
た
に
設
け
る
も
の

で
す
。

　

こ
れ
は
、
民
間
企
業
や
国
家
公

務
員
に
お
け
る
退
職
金
制
度
の
見

直
し
な
ど
を
受
け
、
地
方
公
務
員

の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
し
て
も
、

年
功
を
重
視
し
た
制
度
か
ら
、
在

職
期
間
中
の
貢
献
度
を
よ
り
的
確

に
反
映
す
る
制
度
に
見
直
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
退
職
手
当
調
整
額

の
制
度
は
、
多
摩
地
区　

市
及
び

２６

東
京
都
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
２２

４
月
の
時
点
で
、　

団
体
が
導
入

１９

職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
の
本
会
議

２３

２５

で
は
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

本
議
案
は
公
務
員
給
料
構
造
改

革
の
一
部
で
あ
り
、
給
料
表
の
改

正
と
同
時
に
提
案
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
年
功
型
か

ら
貢
献
度
型
へ
の
改
革
で
あ
り
、

管
理
職
の
待
遇
改
善
を
目
的
と
し

て
い
る
。
本
案
に
反
対
す
る
こ
と

は
、
行
財
政
改
革
に
反
対
す
る
こ

と
で
あ
る
。
も
し
く
は
、
単
な
る

職
員
い
じ
め
で
あ
る
。

 　

平
成　

年
２
月　

日
の
本
会
議

２３

１５

に
お
い
て
、
厚
生
文
教
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
開
始
し
た

２２

所
得
制
限
を
設
け
な
い
子
ど
も
手

当
の
支
給
開
始
な
ど
に
伴
い
、
支

給
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
の
本
会
議

２３

２５

で
は
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

昨
夜
民
主
党
と
自
民
党
と
の
協

議
が
決
裂
し
、
子
ど
も
手
当
の
つ

な
ぎ
法
案
が
成
立
す
る
見
込
み
が

な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
児

童
扶
養
手
当
廃
止
条
例
は
前
提
を

失
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の

社
会
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
児
童
扶

養
手
当
は
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、

充
実
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
以
上
の

理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
条
例
を

廃

止

す

る

条

例

審
議
し
た
主
な
議
案

　

歳
入
で
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
済
情
勢
に
あ
る
中
、
国
家
公

務
員
住
宅
の
建
て
替
え
に
よ
る
納

税
義
務
者
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
市
税
の
収
入
は
、
前
年

度
と
比
べ
、
７
億
２
千　

万
円
の

９００

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け

　

全
世
帯
を
対
象
に
し
た
家
具
転

倒
防
止
器
具
の
支
給
な
ど
を
行
う

た
め
の
経
費
（
消
防
費
・
２
千　
４８８

万
３
千
円
）

◆
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
を
開
始

　

平
成　

年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

２３

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
な
ど
を

交
付
す
る
た
め
の
経
費（
総
務
費
・

１
千　

万
８
千
円
）

１１１

◆
可
燃
ご
み
の
処
理

　

多
摩
地
域
の
各
団
体
に
よ
る
広

域
支
援
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
を
処

理
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
経
費

（
衛
生
費
・
６
億
４
千　

万
円
）

２００

◆
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

　

東
小
金
井
駅
北
口
の
区
画
整
理

に
伴
う
移
転
補
償
や
用
地
の
取
得

な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費
（
土
木

費
・　

億
８
千　

万
３
千
円
）

１２

６４

◆
生
活
保
護
費
の
増
額

　

経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
で
、
生

その他
46億 4,812 万円
12.5％

国庫支出金
48億 5,645 万円
13.1％

使用料及び手数料
9億 2,936 万円
2.5％

都支出金
51億 241 万円
13.7％

市債
18億 6,630 万円
5.0％

市税
197億 8,835 万円
53.2％

歳  入

歳  出
その他
7億 5,364 万円
2.0％

民生費
148億 463 万円
39.8％

総務費
41億 3,793 万円
11.1％

土木費
47億 6,542 万円
12.8％

衛生費
42億 5,278 万円
11.4％

教育費
36億 1,627 万円
9.7％

公債費
28億
5,659 万円
7.7％

消防費
15億 5,440 万円
4.2％

議会費
4億 4,935 万円
1.2％

一般会計　予算額371億9,100万円一般会計　予算額371億9,100万円 平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２３

※千円の位を四捨五入していますので、金額及び構成の合計が100％にならない場合があります。
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